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１．研究計画の概要 

本研究では、健康指標の測定を行い、高次
脳機能計測ならびに体内リンパ球遺伝子発
現制御の評価を含めた包括的健康度評価を
行う。 
（1）ライフスタイル・ストレスと体内リン
パ球遺伝子発現制御 
（2）遺伝子発現を制御する高次脳機能の計
測評価 
（3）包括的健康度評価と健康行動変容支援
モデルの構築 
 
２．研究の進捗状況 
(1) 大学生集団を対象に質問票を用いた
心理、行動、養育環境、生活習慣、睡眠
習慣の定量的評価を行い、各因子について
関連性の検討を行った結果、「8 つの健康習
慣」（喫煙習慣、飲酒習慣、睡眠時間、運動
習慣、栄養バランス、朝食摂取、労働時間、
主観的ストレス量）から包括的に評価された
個々人のライフスタイルとParental Bonding 
Index (PBI) を用いて評価された養育環境と
の間に強い関係が認められた。 
(2) 職域を対象に、体内で生じる末梢血リン
パ球染色体遺伝子変異を Comet assay 法を用
い定量的に評価したところ、上記ライフスタ
イル、特に喫煙習慣との関係が明らかとなり、
即ち喫煙習慣を持つ者では DNA損傷がより高
いことが認められた。さらに XRCC1 遺伝子多
型を PCR-RFLP 法により評価した結果、
XRCC1・280 変異型を持つ者では DNA 損傷
がより高いことが示され、XRCC1・280
多型は XRCC1 タンパクの修復能力におい

て主要な役割を果たしている可能性が
示唆された。このように各々の健康指標の
関連性についてある程度の知見が集積され
つつある。 
(3) 高次脳機能計測については、波長の
違う 2つの近赤外光により大脳皮質にお
ける酸化・還元型ヘモグロビン及び総ヘ
モグロビンの濃度変化を計測する装置
であり、運動野・感覚野など脳野ごとの
活性を非侵襲的且つ簡便に高精度で計
測することが可能な光トポグラフィー
を用い、予備的調査を行っている段階で
ある。 
 
３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している。 
(理由) 

1467 遺伝子を搭載したストレス評価
用 DNA チップを用いたマイクロアレイ法
によるストレス関連遺伝子発現の網羅
的測定に関しては、研究分担機関である
徳島大学との連携が順調に進行してい
る。また、唾液中内分泌学的ストレスマ
ーカーの測定、ならびに質問票を用いた
心理、行動、養育環境、生活習慣、睡眠
習慣の定量的評価についても当初の予
定より早く成果が上がりつつある。 
 
４．今後の研究の推進方策 
(1) 遺伝子発現制御情報、高次脳機能、
包括的ライフスタイルといった多岐に
わたる重要健康指標を個別・包括的に複
雑系として解析することにより、リスク
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要因の抽出及びそれに係る遺伝子群の
同定を行う。 
(2) 現行タイプに比べよりコストの低い簡
易型 PCR アレイの開発を行う。 
(3) これまでに得られた成果を踏まえ
た包括的健康度評価質問紙体系の構築
を行う。 
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